
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局：橋詰 0564-53-3100 小野 0564-24-8518 URL http://www1.ocn.ne.jp/~hospice/ 

2004 年 6 月 

25 号 

「ホスピスケアの原点」＜私が大切にしていること＞  4月 17日（土） 

名古屋テレビ放送取締役専務 中林良夫氏 竜美丘会館 
4 月の勉強会報告 

「アロママッサージ」  5月 7日（金） 

国際病院ホスピス加藤元美看護師 ﾎｽﾋﾟｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ田中淑美さん 竜美丘会館 
5 月の勉強会報告 

マッサージは、身体接触の手段を通して、する人と受け手が共有するパワフルなコミュニケーション

の手段です。適当な室温でゆっくりとした静かな環境などに配慮し、受け手がリラックスできるよい状

態を作ります。緩和ケア領域でのマッサージの適用としては、病状の進行に伴う心身の緊張の緩和や疼

痛の緩和、リンパ浮腫の軽減、皮膚機能の改善、睡眠の誘導、などに有効です。一日一回、一回 5分～

10分、全身マッサージは 20 分位を目安に行うと良いでしょう。講習を受けた後会員が、それぞれが選

択したオイルを調合して互いにマッサージを体験しました。 

オイルの種類は ＜気力をアップ＞＜緊張を解す、不眠、肩凝りからの開放＞の２種類です。 

◆調合方法 ベースオイル３０cc（玄米胚芽オイル＝肌にやさしい） 

気力をアップ 
ジュニパー・ブランチ  ２滴   スペアミント２滴 

ローズマリー・シネオール３～４滴 マジョラム ２滴 

緊張を解す・不眠・肩凝り 
マンダリン・葉２滴 ラベンダー４滴 

ベルガモット ２滴 マジョラム２滴 

◆マッサージの方法（熱いタオルを数枚用意し、発泡スチロールの箱に入れておく） 

①タオルで体を温める。②手のひらに受けたオイルを両手でもみ込みながら自分の手も温めておく。 

③オイルを体にすり込みながらマッサージをする。患者に、力の加減を聞きながら行うと良い。 

（相手が安心できるように、たえず体から手を離さないことを心がける） （堀） 

『感想文から』 

アロマテラピーがフランスでは医療に使われ、処方箋もあるとか。見たり聞いたり

より実際に手と手でするスキンシップのパワーの方が気持ち良く、爽快感にびっく

りしました。時間が経つと体にジーンとオイルがしみ込んでいくのがわかります。

誰かにしたくなりました。 

中林さんは「人生は生涯が学びで３つの期に分けることができる」とご自分の経験談を話されました。 

①学生までの土台作りの時期・・親が自由にさせてくれたことで、自分で責任をとることを覚えた。 

②会社勤めの社会活動の時期・・取材を通して人の生死にかかわり自分の死生観に大きな影響を受けた。

取材の原点は、時間をかけて信頼を作ることが必要であることを学んだ。 ③定年後の自立の時期 

また最近受けた手術のときの全身麻酔はタイムスリップのようで、時間律からの開放であったという

実体験によるお話は興味深いものがありました。入院して「介護というのは 24時間の格闘技であり、真

のホスピスケアは、介護する側もされる側も、共に尊厳ある時間を持てるかどうかにあると思った。」

という言葉に、うなずかれる方も多かったようです。 

大切にしていることは、思いやる心。「思いやり」は人のことばで、「思いやる」は自分自身の行動。

それが中林さんの人生の軸となっているように思いました。              （服部） 
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◆ご 案 内     

勉 強 会 「岡崎にホスピス緩和ケア病棟を」（キワニスクラブ社会公益賞受賞記念行事） 

 
３５万人が住むこの岡崎にはまだ「ホスピス緩和ケア病棟」がありません。 

展示や講演を通し市民と医療者が話し合いながら、ホスピス緩和ケアについての情報を提供し理解を深

め、その実現に向けて輪を広げていきましょう。お友達にも声をかけていただき是非ご参加ください。 

日 時：7月2日（金）11時～17時  3日（土）10時～17時 

場 所：イオン岡崎ショッピングセンター３階 イオンホール 

参加費：無料 

内 容 ①展示 

②相談コーナー 

③ホスピス病室の体験 

④講演と話合い 

２日（金）午後２時～午後４時 「ホスピス緩和ケア病棟と一般病院の違い」 

講 演 ・有吉寛愛知病院名誉院長  

出席者 ・ホスピスで終末期を過ごした患者の家族 

３日（土）午後２時～午後４時 「なぜホスピス緩和ケア病棟が必要か」 

－それぞれの立場から－ 

講 演 ・内田達男愛知病院外科部長 

出席者 ・小出義信先生（開業医） 

・橋本美恵子七栗サナトリウム 元ホスピス看護師長 

・柴田睦 岡崎市民病院ソーシャルワーカー 

9月17日（金）10時～12時  愛知病院 

   「私が欲しい緩和ケア病棟」愛知病院 看護師さん 

手 縫 い（毎月第２火曜日）場所 県立愛知病院機能訓練室  

 7月13日（火）10時～12時  9月14日（火）10時～12時   

つ ど い（毎月第２木曜日）場所 ｱｲﾌﾟﾗｻﾞ岡崎勤福祉会館  

 7月８日（木）10時～12時  9月 9日（木）10時～12時   

◆報   告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆運営委員会からのお願い  2004年度の会費がまだの方は納入をお願いします。 

◆ご寄付ありがとうございました 中林良夫様 柴田貞子様 近藤英子様 小野裕子様 

橋詰・小野（なんば） 

“手縫い”の報告 

 

 愛知病院・市民病院・国際病院などに 

毎月雑巾などをお届けしています。 

 病院に差し上げるぞうきんを縫い始めて 7 年、ぞうきんと

随時依頼される小物類（湯たんぽカバー，氷のう入れ、車椅

子用カルテ袋など）を作っています。手で物を作る、縫うと

いう作業は世の中のスピードから考えると、かなりゆっくり

したいい時間になります。 

月 1回こんな時をご一緒しませんか？      （小野） 

“つどい”の報告 

 我が家には今、癌で入院している家族がいます。長丁場に

なると病院通いにも疲れが出てきます。かつてつどいに参加

された方が「どんな状態であれ、親は存在するだけでバラン

スが取れているのです。」と言われたことばを思い出し、家

族全員で協力しながら、いつまでもバランスが取れた状態で

あることを願い今日も病院に行ってきます。    （難波） 

こぼればなし 


